
阪南市地域子育て拠点再構築方針 中間とりまとめ（案） 概 要 

  

 

 

 

 
 
 10拠点（公立：4園所、私立：6園） 

■今後の子育て拠点（平成 32年 4月～） 

【家庭】 

【旧家電量販店】 

【市役所】 

【幼保施設】【小中学校】 【地域の拠点】 

【自治会】 

支援 

相談など 

支援 

相談など 

相談など 支援 

 

 

 

■現在の子育て拠点 

１３拠点（公立：7園所、私立：6園） 

平成２９年４月 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

現施設 H29    H32 

尾崎幼稚園   

はあとり幼稚園  

朝日幼稚園  

まい幼稚園  

尾崎保育所  

石田保育所  

下荘保育所  

子育て 
総合支援センター 

 

 
①子どもの安全を確保 

②保護者が選べる選択肢 

③ワンストップ・切れ目のない支援 

④くらしに身近な地域で多世代が交流 

⑤持続可能な行財政運営 

再構築に向けたキーワード 

子育て拠点を取り巻く現状 

阪
南
市
で
「
産
み
た
い
」「
育
て
た
い
」「
暮
ら
し
続
け
た
い
」 

子育て拠点の再構築方針（案） 

子育て拠点を再構築する際の課題 

 

①安全・安心な施設の確保 

②旧家電量販店の利活用（利便性・耐
震性） 

③既存施設を活用した地域における子育

てへの支援 
④公民の役割と連携 

⑤子どもが遊びたくなる場の充実 

ハード面 

 

①一定規模の集団による多様な経験や 

社会性を高める機会（園所間の教育・ 

保育機会の均等性）の確保 

②保護者の就労支援・保育サービスの 
充実と選択肢 

③妊娠期からの切れ目のない支援の充実 

ソフト面 

 

国からの財政支援のメリットを活用 
（市税負担の軽減） 

財政面 

① 一定の集団内で多くの友達と触れ合い、多様な経験ができる子育て拠点 

② 地域バランスを踏まえた多様な選択肢 

③ 安全で安心な環境の確保（耐震、災害、交通等） 

④ 旧家電量販店は、交通の利便性や立地を踏まえ、阪南市の子育てネットワークの中心拠

点機能を持つ複合施設とし、妊娠期から子育て期にかけて、切れ目のない支援を実施 

（保健師、保育教諭等の専門職配置による母子保健機能+子育て支援センター） 

⑤ 公民の役割分担を踏まえ、民間や各種団体などの活力の導入により、地域とつながり、

安心して子育てできる環境を構築⇒地域の子育て支援や家庭への個別支援を強化 

⑥ 幼稚園、保育所といった形態にとらわれず、多様な主体が参画する新たな子育て支援サ

ービス等の提供拠点の可能性を継続して検討 

・公立幼保連携型認定こども園 
・子育て支援センター+母子保健機能 
（ワンストップ窓口・屋内広場など） 

方向性を踏まえた再構築のポイント 

行政など 

・利用者支援 
・園庭開放 
・子育て情報の提供 
 

・地域の見守り活動 
・子育てサロン 
・多世代交流      

③まい幼稚園（幼稚園） 

①旧家電量販店 
（幼保連携型認定こども園） 

   + 定員 200～250名程度 
（子育て総合支援センター
（母子保健機能含む。）） 

地域 

連携 連携 

再構築の方向性 

 
①健やかな育ちを支える規模と配置 
・社会性を育む適正規模 

・保護者が選べる選択肢と地域バランス

を踏まえた適正配置 
 
②施設の安全性確保と老朽対策 
・耐震診断結果を踏まえた対策 
 
③持続可能性の確保 

・既存施設の有効活用 

・公民の役割を踏まえた連携の強化 
 
④子育て機能の充実 
・子育てネットワークの構築（ワンストッ

プ拠点と地域特性に応じた柔軟で多機

能な子育て支援の充実） 
 

＜方向性＞ 

②はあとり幼稚園（幼稚園） 

④下荘保育所（保育所） 

１.人口 
・人口減少、少子高齢化の急激な進行 
・就学前児童、出生数の減少 

 
２.幼稚園・保育所等の状況 
・保育ニーズの増大 
(幼稚園と保育所の需要ギャップ) 
・待機児童の増加 
・公立の子育て拠点施設の老朽化 

 
３.財政状況 
・社会保障関連費の増大 
・財政調整基金の減少 
・公共施設、道路等の維持更新費用増大の見込み 


